


本拠点では21世紀COEから引き続き、チェコと研究交流をおこ
なっている。昨年度は日本演劇と西洋演劇の合同チームがチェコに
赴き、劇場および文献の調査と日本演劇の講座をおこなったが、今
回はその成果を踏まえ、チェコよりパヴェル・スラフコ氏を講師にお
招きし、バロック劇場の形成とその構造的特色についてレクチャーを
していただいた。
南ボヘミア地方に位置するチェスキー・クルムロフは、16世紀の町

並みをとどめる世界遺産の町である。スラフコ氏は、町のシンボルで
あるチェスキー・クルムロフ城の、城内博物館館長を務めている。
1766年に城内劇場が完成したが、荒廃した時代があり、1980年代
よりスラフコ氏によって劇場の修復・復元の取り組みが始められた。
美しく蘇った劇場は現在、多くの観光客が来訪するチェコの有名な
観光資源であると共に、現存する数少ないバロック舞台の代表例と
して、貴重な演劇史料になっている。
ヨーロッパの劇場に関する研究会を日本演劇コースが実施した理

由は、チェスキー・クルムロフ城内劇場に見られるセリや宙乗りとい
った舞台機構が、同時代の日本演劇である歌舞伎のそれに、極めて
類似しているためである。会期中通訳と解説を務めてくださったチェ
コ人の歌舞伎研究者ペトル・ホリー氏（チェコセンター所長）によると、
歌舞伎からの影響も考えられるという。日欧の劇場構造の比較が重
要な目的であるため、各日スラフコ氏の講演のあとに日本演劇の専門
家がコメントを述べ、会場を交えた討論をおこなった。スラフコ氏の
講演タイトルと、コメンテーターの詳細は次の通り。25日「チェスキー・
クルムロフ城内劇場修復の20年の考察」コメント：賀古唯義氏（文
化財建造物修理上級主任技術者）「熊本県八千代座の修復」、26日
「17,18世紀の劇場照明：ろうそく芯による照明の実験、バロック時代
のイルミネーション考察」コメント：古井戸秀夫氏（GCOE客員教授・
東京大学教授）「近代以前の歌舞伎の照明」、27日「マシネリ―：チ
ェスキー・クルムロフ城内劇場のバロック時代の技術、歴史的劇場
における効果機材について」コメント：竹本幹夫氏（拠点リーダー・
演劇博物館館長）「能舞台で舞台装置が発展しなかった理由」。
豊富な記録写真を用いて劇場の構造や修復・復元の過程が紹介

されたが、修復・復元は欧州各地に残る3200点以上もの古文献に
基づきおこなわれたといい、極めて緻密である。一方で文献から明ら
かにならないことは、時として劇場が教えてくれるという。劇場の釘
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穴から照明の位置が
判明したというが、賀
古氏が手がけた香川
県金丸座の平成の大
改修の際、大梁に残
る釘穴から宙乗りの
機械「かけすじ」の構
造が詳らかになったこ
とと通じている。丹念
な調査により劇場の構造が明らかになり、演劇そのものの構造も紐
解かれる。これらの事例は、劇場保存の意義を示している。
バロック劇場と歌舞伎の芝居小屋は、スペクタクルな演出を可能と

する大がかりな舞台転換システム、重りを使うせり上げの機械、波音
や雨音を演出する音響効果など、多くの類似点を見出せるが、これら
を明らかにすることで、双方の独自性もが明快に示された。プロセニ
アムアーチのバロック劇場に対し、舞台と客席を同一の天井が覆い、
花道や宙乗りによって役者と見物が一体化する歌舞伎の芝居小屋。
外部の光を一切遮断し、人工的に自然光に近づこうとするバロック劇
場に対し、自然光を積極的に取り込む歌舞伎の芝居小屋。これら劇
場構造の独自性は、それぞれの演劇構造の根本をも成すものである。
1985年の金丸座における歌舞伎の実験上演と、服部幸雄氏の

1986年の名著『大いなる小屋』により始まった、江戸歌舞伎の芝居小
屋への興味は、金丸座の春興行の定着を経て、現在では中村勘三
郎丈の全国規模の活動などにより、ブームといえるまでの広がりを見
せている。古典芸能の劇空間復古の取り組みが、時を同じくしてチェ
コでも開始されていたことに驚くとともに、約20年を経て両国が結び
つき、新たな研究へと展開したことに感慨を覚える。両国の事例を
照らし合わせることで浮き彫りになったのは、劇場そのものの特徴は
もとより、長い歴史を刻んできた劇場であっても、それを生かすも殺
すも当代の人間の手に委ねられているということである。価値が発見
され、しかるべき手段で保存・活用され、地域のシンボルとなり、多
くの人々が集う―チェスキー・クルムロフ城内劇場や金丸座、そし
て八千代座は、幸福な劇場の例である。歌舞伎座の改築が決定した
今、劇場が演劇に及ぼす影響、劇場と地域の関係、劇場保存の意
義等、考えるべき課題は多い。 （客員研究助手　埋忠美沙）
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　中国の話劇（新劇）は1907年、東京における春柳社の公演を以て嚆矢とする。本書はその100周年を記念して2007年
2月3, 4日、早稲田大学21世紀COEプログラムにより催された、春柳社並びに文明戯に関する国際シンポジウムにおける
日中10名の研究者の発表論文と、公募したGCOE研究協力者・研究員3名の論文から成る。GCOE東洋演劇研究コー
スから、事業推進担当者・客員講師・研究協力者・研究員の9名が編集・執筆・翻訳をそれぞれ担当した。（客員研究助手　森平崇文）

『文明戯研究の現在―春柳社百年記念国際シンポジウム論文集』

　早くも第4号となるニューズレターをお届けします。今号は新たに「研究員活動報告」のコーナーを設け、複数名の
GCOE研究員が研究発表をおこなった、二つの海外学会をご紹介しました。GCOEに所属する研究員はついに100名を越え、その専門
分野は実に多様で、学会発表や論文執筆を初めとした精力的な活動をおこなっています。その成果は、年一回発行の紀要『演劇映像学』や、
年二回開催の「博士論文成果報告会」を通じて発信していますが、今後はニューズレターの紙面においても紹介してゆく予定です。研究員
の多彩な活躍にご注目ください。
　GCOEは4月から3年目に突入します。  我々第一期助手の任期は折り返し地点を過ぎましたが、月日が驚くほど早く過ぎてゆくのも、
刺激的な環境に身を置いているからでしょう。 来年度も興味深い企画が目白押しです。皆様のご参加をお待ちしております。

（客員研究助手　埋忠美沙）

開催日：2009年3月16日（月）14:00 ～17:00　会　場：国際会議場第2会議室
 タイムテーブル
❶14:00 ～15:20 上田洋子（西洋演劇研究コース・GCOE研究員、演劇博物館助手）
 シギズムンド・クルジジャノフスキイ研究　　  提出先：早稲田大学
❷15:30 ～16:50 グロスマン・アイケ（日本演劇研究コース・GCOE研究員、フランクフルト大学講師）
 Cultural Performance and Collective Identity- No- Performances in 
 the Village of Kurokawa-A Case Study　　提出先：トリア大学

2008年度 第二回 博士論文成果報告会

ヨーロッパバロック演劇舞台・劇場構造に関する研究会
日本演劇研究コース：

2008年11月25日（火）～27日（木）　大隈記念タワー地下多目的講義室・302会議室

（飯塚容・瀬戸宏・平林宣和・松浦恆雄編著 東方書店 2009年 2月発行）

　本書は、2006年秋にフランス・ガリマール書店から刊行されたDe la Culture en Amérique（アメリカの文化について）
の日本語訳である。著者は、フランス大使館文化外交官としてボストンに在住した2001 ～ 05年の期間に、アメリカ35州
で約700回に及ぶインタヴューと文献調査を重ね、「アメリカ型」文化システムの実態をヨーロッパとの比較の視点を交えな
がら明らかにした。連邦政府による芸術文化政策の歴史と争点を克明に描いた第一部、フィランソロピー、財団、企業メセナ、
大学、コミュニティなど文化にかかわる諸組織の機能を分析した第二部から構成される。藤井慎太郎・事業推進担当者（第
二章～第四章）、長嶋由紀子・GCOE客員研究助手（第五章～第六章）が、共訳者として翻訳を担当した。
  （客員研究助手　長嶋由紀子）

『超大国アメリカの文化力―仏文化外交官による全米踏査レポート』
（フレデリック・マルテル著 根元長兵衛・林はる芽監訳 岩波書店 2009年1月発行）

　このたび、オランダのロドピ社より、専門学術誌 Samuel Beckett Today/ Aujourd’hui 第19号として、2006年に早稲田大
学21世紀COE演劇研究センターと日本サミュエル・ベケット研究会が主催した生誕百年記念国際サミュエル・ベケッ
ト シンポジウム「ボーダレス・ベケット」の特集号が刊行された。シンポジウムの実行委員長を務めた関係で、神戸女子
大学教授の森尚也氏とともに編集委員に名を連ねさせていただき、アメリカ、フランス、オランダ、オーストラリアという、
まさに多国籍軍の編集委員の方々に助けられながら、なんとか刊行にこぎつけることができた。極東の国で開催された
シンポジウムの特集号がオランダで刊行されたこと、ノーベル賞受賞者でシンポジウムの特別ゲストであったJ. M. クッ
ツェー氏の論考を掲載できたことに加え、21世紀COE特別研究生をはじめとする日本の若手研究者たちの論文が厳し
い査読を経て収録されたことも、嬉しい限りである。そのうちの何名かは、すでに本学を含む大学の教員となり、活躍の場を広げている。お
こがましい言い方ではあるが、本誌が後続の若手研究者たちの励みになれば幸いである。 （事業推進担当者　岡室美奈子）

Borderless Beckett/ Beckett sans frontières Tokyo 2006: Samuel Beckett Today/ Aujourd’hui 19.
Eds. Minako Okamuro, Naoya Mori, Bruno Clément, Sjef Houppermans, Angela Moorjani and 
Anthony Uhlmann (Amsterdam: Rodopi, 2008).




